
夢はバラ色

１．はじめに

　優秀な学生を俯瞰力と独創力を備え広く産学官に
わたりグローバルに活躍するリーダーへと導くため、
国内外の第一級の教員・学生を結集し、産・学・官
の参画を得つつ、専門分野の枠を超えて博士課程前
期・後期一貫した世界に通用する質の保証された学
位プログラムを構築・展開する大学院教育を支援す
るため、文部科学省は、平成23年度より、「博士課
程教育リーディングプログラム」を開始しました。
広く産学官にわたりグローバルに活躍するリーダー
を養成するプログラムですが、養成すべき人材像及
び解決すべき課題の分類に応じ、「オールラウンド
型（オールラウンドリーダー養成）」「複合領域型（複
合領域リーダー養成）」「オンリーワン型（オンリー
ワンリーダー養成）」の3つの類型に分かれて、募
集が行われました。
　「生体統御ネットワーク医学教育プログラム」は、
複合領域型において、平成23年度に採択されました。
本プログラムでは、生命科学領域の深い専門性の追
究により物事の本質を見極める方法論を修得すると
ともに、一芸で極めた技を百芸に適用できるような
汎用的能力を身につけて、グローバル社会で活躍す
る人材を送りだすことを目指しています。平成24
年度より学生を受け入れ、生命科学研究領域のリー
ダーを養成するプログラムが開始されています。

　大阪大学では、部局横断的な教育・研究を推進す
るために、総長のリーダーシップのもと、中長期的
視野に立ち大学全体を俯瞰しつつ活動する組織とし
て、「未来戦略機構」が発足しました。本プログラ
ムは、未来戦略機構の第2部門として、大阪大学か
らの全面的な支援を受けながら、活動を開始してい
ます（図１）。

２．プログラムの理念

　これまで基礎生命科学研究分野では、免疫学をは
じめ、再生医学、神経科学などの分野で数多くの画
期的成果が創出されてきました。しかし、その成果
を難治性疾患の克服にまで発展させた例は、抗体医
薬開発以外にはほとんどみられていないのが現状で
す。この理由として、
（1）各基礎生命科学研究分野が専門化してしまい、
　　臨床医学分野も研究対象が臓器別であるなど細
　　分化し、疾患を生体統御システムのネットワー
　　クの破綻としてとらえる俯瞰的な視点が不十分
　　である。
（2）基礎生命科学研究の成果として、疾患発症機構
　　を理解しても、画期的医薬品や医療機器の開発
　　のために必須の医薬連携や医工連携などの研究
　　科の壁を越えた異分野融合がまだ不十分である。
（3）疾患治療法の実際の社会応用実現のための産学
　　官連携が不十分である。
ことなどが考えられます。
　そこで、本プログラムでは、「生体を複数の統御
システムネットワークの連関として俯瞰的にとらえ、
アカデミズムを追及できる創造力」、「基礎研究の成
果を社会応用にまで展開する集学的なイノベーショ
ン力」、「豊かな国際性」、「卓越したコミュニケーシ
ョン能力」を併せ持ち、種々の疾患の克服を実現で
きる、リーダーシップを発揮できる若手研究者リー
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ダーの育成を目指します。
　そのため、大阪大学で生命科学を専攻する6つの
研究科（医学系研究科、薬学研究科、工学研究科、
理学研究科、歯学研究科、生命機能研究科）の教員
を結集し、研究科の枠を越えたこれまでにない大学
院教育プログラムを立ち上げました。さらに、産業
界の企業研究者が、学生の選抜、講義、実習、さら
に学位審査にまで関わるという、全く新規の教育シ
ステムを導入することにより、真の意味での産学連
携を将来実現できる研究者育成のための教育プログ

ラムを提供します。

３．プログラムの内容

　本プログラムに選抜された学生は、在籍する研究
科において、従来の専門教育を受けることに加えて、
図2にあるような5年一貫性のプログラムを受講し
ます。このプログラム内容を5つの特色に分けて簡
単に紹介します。
（1）生命医科学の学習
　　1年次に行う「基礎生命医科学」の講義により、
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　　生命医科学の基礎を学習し、最後には、人体解
　　剖実習を見学します。さらに「臨床医学」の講
　　義も受け、病院実習見学により医療の現場にも
　　触れます。
（2）研究マインドを涵養する学習環境
　　所属する研究科の研究室で従来どおり、深い専
　　門性を追求するとともに、2年次に異分野領域
　　実習として他の分野の研究室において、若手教
　　員が研究指導を行います。
　　また、本プログラムの若手特任助教がメンター
　　として、学生の指導を行うとともに彼らの活動
　　をマンツーマンでサポートします。また、2週
　　間に一度、学生と特任教員がミニリトリートと
　　して、全員が集まり、普段の研究成果の発表を
　　もとに、忌憚のない意見交換を行います。
（3）基盤を広げるカリキュラム
　　「基本プログラム」として、生命科学を、生体
　　統御ネットワークとして包括的に理解するため
　　の講義を2年次に行います。
　　4－ 5年次に、企業インターンシップとして、
　　参画している企業の研究所への派遣、見学を実
　　施します。
（4）コミュニケーション能力、マネージメント能力
　　を養うカリキュラム
　　3年次以降、1年次より行っているミニリトリ
　　ートを発展させ、学生がすべて運営を行うプロ
　　グレスミーティングを全学生が参集し開催しま
　　す。これにより、分野を越えた交流を深めてい
　　きます。
　　外国人教員（オランダグローニンゲン大学）に
　　よる英語プレゼンテーション能力向上に関する
　　授業を行います。
　　4－5年次には、学生が企画から運営まですべ
　　てを行う国際シンポジウムを開催します。これ
　　により、国際的なコミュニケーション能力から
　　マネージメント能力までを養います。

（5）国際感覚を身につける環境
　　アジアを中心とした大学より直接優秀な学生を
　　選抜し、2年次に編入させます（3－5名程度）。
　　そのため、2年次からはすべてのプログラムを
　　英語で提供します。これにより、普段より国際
　　的な環境を提供します。
　　2年次に行う海外インターンシップで、カロリ
　　ンスカ大学（スウェーデン）やカリフォルニア
　　大学サンフランシスコ校/モントレー国際大学
　　院に派遣し、国際性を養います。
　　また、上記の海外インターンシップを実り多い
　　ものにするため、1年次に英語アカデミックス
　　キルを養う授業を外国人講師が行います。

４．本プログラムから生まれるもの

　以上、紹介しましたように、これまでにない全く
新規の（1）研究科の枠を越えた博士課程教育プロ
グラム、（2）企業研究者の博士課程教育プログラム
への参画、（3）真の国際人をめざした教育プログラ
ム、を提供することにより、生命現象を俯瞰的に理
解し（＝病態解明につながる先端的研究をおこなう）、
異分野間との連携を深め（＝新規治療薬、医療機器
の開発をおこなう）、産学官の各界でグローバルに
活躍する（＝研究成果の社会応用を可能にする）生
命科学研究分野におけるリーダー的な人材を養成し
たいと考えています。
生命科学研究に対する熱意、好奇心、信念、そして
何事にも負けない精神力を持つ学生の本プログラム
の受講を待っています。
　また、これまでにない新規の博士課程教育プログ
ラムを、研究科の枠を越え、さらには大学の枠を越
えて、集まっていただきましたプログラム担当者
54名と、本プログラムの11名の特任教員が皆で協
力をして運営を行っております。将来有望な学生の
教育に関しまして、皆さまのご支援を何卒よろしく
お願いいたします。
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